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第 回

　3月に行われた安芸高田市議会定例会
で天清 一亮さんが教育委員会委員とし
て選任同意されました。
　また、４月２8日（火）に行われた安
芸高田市教育委員会会議（臨時会）で安
芸高田市教育委員会　教育委員長、委員
長職務代理が右表のとおり決まりました。

・片
かた

岡
おか

　典
のり

子
こ

さん

　担当地区：高宮町（五十貫部、土居之内）

・望
も

渓
だに

　哲
てつ

江
え

さん

　担当地区：甲田町（大城、西の谷、中条、中迫、下城、荒槙牧場）

※民生委員・児童委員には、安芸高田市生活指導員を委嘱しています。

民生委員・児童委員が変更となりました　（任期：平成28年11月30日まで）

平成２7年４月１日委嘱

寺
てら

川
がわ

　壽
かず

久
ひさ

さん（美土里町・新任）

人権擁護委員に委嘱されました

2015　カヌースラローム　ジュニア世界選手権大会

山口県立萩商工高等学校　岡
おか

崎
ざき

　遥
はる

海
か

さん（吉田中出身）

ジュニア世界選手権大会出場　
おめでとうございます 　

「
一
番
の
こ
だ
わ
り
は
〝
柚
子
の
風
味
を
最
大

限
生
か
し
た
〟
こ
と
で
す
。
苦
み
の
少
な
い
、
川

根
柚
子
で
し
か
作
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
柚
子
の

繊
細
な
香
り
や
甘
み
、
ま
ろ
や
か
な
酸
味
が
し
っ

か
り
と
伝
わ
る
よ
う
に
作
り
ま
し
た
」

　

と
語
る
の
は
、
川
根
柚
子
協
同
組
合
企
画
・
営

業
部
長
の
熊く

ま

高た
か 

順じ
ゅ
ん

八や

さ
ん
。
こ
の
度
、
川
根
柚

子
協
同
組
合
の
「
柚
子
ヴ
ぁ
た
ー
ケ
ー
キ
。」
が
、

千
葉
市
の
「
幕
張
メ
ッ
セ
」
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ

ア
最
大
級
の
食
品
・
飲
料
専
門
展
示
会
「
Ｆ
Ｏ
Ｏ

Ｄ
Ｅ
Ｘ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
の
「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
美

食
女
子
」
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
５
に
お
い
て
、
金

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
他
の
バ
タ
ー
で
作
る
と
、
バ
タ
ー
の
味
が
強

す
ぎ
て
、柚
子
の
風
味
が
消
え
て
し
ま
い
ま
す
が
、

く
せ
の
少
な
い
広
島
県
庄
原
産
の
七
塚
バ
タ
ー
を

使
用
す
る
こ
と
で
、
柚
子
の
風
味
を
生
か
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、卵
は
向
原
農
園
の
卵
を
使
っ

て
い
ま
す
し
、素
朴
な
甘
み
を
出
す
『
も
ち
米
飴
』

は
広
島
県
福
山
産
、小
麦
粉
と
砂
糖
は
北
海
道
産
、

と
い
っ
た
よ
う
に
、
原
材
料
は
全
て
国
内
の
も
の

を
使
用
し
、添
加
物
も
一
切
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

加
工
場
の
職
員
の
意
見
を
聞
い
て
、
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
、
２
年
以
上
の
歳
月
を
か
け
て
作
り
ま
し

た
」

　

川
根
の
気
候
で
育
っ
た
柚
子
は
、
皮
が
厚
く
な

る
た
め
苦
み
が
少
な
く
、
甘
み
が
強
い
こ
と
が

特
徴
で
す
。
こ
の
柚
子
を
川
根
の
産
業
に
し
よ
う

と
、
川
根
柚
子
協
同
組
合
の
前
身
で
あ
る
川
根
柚

子
振
興
協
議
会
が
、
昭
和
57
年
に
結
成
さ
れ
ま
し

た
。〝
柚
子
が
産
業
と
な
っ
て
地
域
の
基
盤
と
な

り
、
雇
用
を
生
み
出
し
、
地
域
の
過
疎
化
を
防
ぎ
、

盛
り
上
げ
て
い
く
〟
と
い
う
こ
と
を
理
念
に
先
達

の
皆
さ
ん
が
努
力
に
努
力
を
重
ね
て
こ
ら
れ
、
平

成
２４
年
２
月
に
川
根
柚
子
協
同
組
合
と
な
っ
た
後

も
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
み
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
２４
年
２
月
か
ら
、
ブ
ラ
ン
ド
感
を

出
す
た
め
、
ロ
ゴ
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
を

一
新
。「
派
手
な
デ
ザ
イ
ン
で
は
な
く
、里
山
で
、

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
手
作
り
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
伝
わ
る
よ
う
な
、
素
朴
で
深
み
の
あ
る
デ
ザ

イ
ン
に
統
一
し
ま
し
た
」
と
熊
高
さ
ん
。
味
の
あ

る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
か
ら
も
、
手
作
り
の
あ
た
た
か
い

雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

柚
子
の
風
味
を
感
じ
る
上
品
な
味
、
し
っ
と
り

と
し
た
食
感
を
愉
し
む
こ
と
の
で
き
る
「
柚
子

ヴ
ぁ
た
ー
ケ
ー
キ
。」。
皆
さ
ん
も
一
度
、
味
わ
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

お
問
い
合
わ
せ
先

川
根
柚
子
協
同
組
合

０
１
２
０－

０
３
１－

７
８
８

柚子ヴぁたーケーキ。

天清　一亮さん

川根柚子協同組合の皆さん

川
根
柚
子
で
し
か
作
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

「
柚
子
ヴ
ぁ
た
ー
ケ
ー
キ
。」
が
「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
美
食
女
子
」
グ
ラ
ン
プ
リ
で
金
賞
を
受
賞

�

川
根
柚
子
協
同
組
合
（
高
宮
町
）

「
ア
ー
ト
ま
つ
り
in
向
原
」
に
思
う

　

恒
例
の
第
７
回
「
ア
ー
ト
ま
つ
り
in
向
原
」
が
安

芸
高
田
市
内
は
も
と
よ
り
、
県
内
外
か
ら
５
、
０
０

０
人
以
上
の
皆
様
が
参
加
し
、
盛
況
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
私
も
第
１
回
か
ら
毎
年
参
加
さ
せ
て
頂
き
、

毎
回
「
似
顔
絵
」
を
描
い
て
頂
く
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
参
加
者
が
増
え
て
い
る

事
を
実
感
し
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

主
催
者
の
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

ふ
る
さ
と

ネ
ッ
ト
や
す
ら
ぎ
会
」
の
稲
垣
文
孝
理
事
長
は
、
こ

の
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
と
都
市
の
芸
術
文
化
の
発

表
・
交
流
が
広
が
り
、
多
く
の
来
場
者
の
皆
様
に
楽

し
ん
で
頂
け
れ
ば
幸
い
と
心
強
い
発
言
を
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。

　

向
原
ア
ー
ト
ま
つ
り
は
、
7
年
前
か
ら
毎
年
、
向

原
農
村
交
流
館
「
や
す
ら
ぎ
」
と
「
ふ
る
さ
と
河
原

公
園
」
を
中
心
に
、
音
楽
ラ
イ
ブ
な
ど
ス
テ
ー
ジ
が

催
さ
れ
、
ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
展
示
、
物
作
り
体
験
な

ど
80
店
舗
、
フ
ー
ド
＆
飲
み
物
な
ど
30
店
舗
が
出
店

さ
れ
多
彩
な
内
容
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
親
水
護

岸
「
河
原
公
園
」
の
河
川
敷
の
素
晴
し
い
絶
景
の
空

間
で
、
若
者
の
自
由
な
発
想
の
も
と
、
思
い
思
い
に

数
多
く
の
店
舗
が
出
店
を
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
光
景

を
見
て
私
は
、
十
数
年
前
東
京
に
住
ん
で
い
た
頃
、

若
者
で
賑
わ
っ
た
原
宿
や
吉
祥
寺
の
ム
ー
ド
を
思
い

出
し
ま
し
た
。「
ア
ー
ト
ま
つ
り
」
の
主
催
者
（
実

行
委
員
会
）
は
、
参
加
者
に
対
し
て
安
全
・
衛
生
に

関
す
る
以
外
の
規
制
は
、
ほ
と
ん
ど
課
さ
な
い
の
が

特
徴
で
、
若
者
の
自
由
な
発
想
を
大
切
に
す
る
「
ま

つ
り
」で
す
。
そ
の「
空
間
」で
は
、若
者
と
高
齢
者
、

男
女
、
市
内
外
の
人
、
異
人
種
等
の
あ
ら
ゆ
る
人
の

出
会
い
を
創
造
し
て
く
れ
ま
す
。
お
互
い
の
人
格
を

尊
重
し
、
お
互
い
が
認
め
合
う
「
場
」
づ
く
り
は
、

こ
れ
か
ら
の
安
芸
高
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
、
特
に
若

者
定
住
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
実
行
委
員
会
の
皆
様
の
綿

密
な
企
画
・
準
備
が
必
要
で
す
。
実
行
委
員
会
で
は
、

半
年
前
か
ら
市
内
外
か
ら
の
出
店
者
の
方
々
と
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
募
集
・
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。
準
備

は
２
～
3
日
前
か
ら
行
い
、
農
繁
期
の
た
め
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
に
大
変
苦
慮
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
対
応
に
は
、
限
界
を
感
じ
て
お
ら
れ

る
の
が
現
状
で
あ
り
、
行
政
と
し
て
も
今
後
存
続
す

べ
き
支
援
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

安
芸
高
田
市
は
、
毛
利
元
就
や
甲
立
古
墳
等
の
歴

史
的
遺
産
や
今
後
の
活
用
が
期
待
で
き
る
空
き
家
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
広
島
市
に
隣
接
し
、

芸
備
線
・
中
国
縦
貫
道
・
国
道
5４
号
等
、
交
通
網
に

も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
の
マ

ザ
ー
タ
ウ
ン
、湧
永
レ
オ
リ
ッ
ク
の
本
拠
地
で
あ
り
、

ス
ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な
ま
ち
で
す
。
ま
た
、
神
楽
、
田

楽
等
の
伝
統
芸
能
も
盛
ん
で
あ
り
、こ
れ
ら
の
「
宝
」

を
安
芸
高
田
市
に
訪
れ
た
人
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
事
が

大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

安
芸
高
田
市
に
古
く
か
ら
あ
る
文
化
等
の
地
域
資

源
と
都
市
と
の
交
流
を
軸
に
、
新
し
い
夢
の
育
く
み

に
挑
戦
す
る
、
若
者
達
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
私
を
含
む

高
齢
者
に
と
っ
て
大
変
新
鮮
味
を
感
じ
る
活
性
化
の

一
助
と
な
る
と
確
信
を
し
て
い
ま
す
。

　

先
般
、
今
後
10
年
（
平
成
２7
年
～
平
成
36
年
）
を

見
越
し
、
人
口
減
少
・
過
疎
化
の
進
行
・
少
子
高
齢

化
の
進
展
等
を
踏
ま
え
た
「
第
２
次
安
芸
高
田
市
総

合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
新
た
な
将
来

像
と
し
て「
人
が
つ
な
が
る
田
園
都
市　

安
芸
高
田
」

を
唱
え
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
「
人
が
集
い
育
つ
ま

ち
づ
く
り
」、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」、

「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
3
つ
の

都
市
像
を
も
っ
て
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
文
化
を
通
じ
て
都
市
と

の
交
流
は
大
切
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。
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教育委員会委員（6名）の構成
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平成27年度教育委員会委員が決まりました
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